
ハスモンヨトウは広食性の害虫として知られてお

り，多発生の年には，老齢幼虫によって作物をあらか

た食いつくされて，移動した先の隣接圃場へ食害の拡

大している現象が度々みられた。このようなときには

試験研究機関に農家から緊急の防除に関して問い合わ

せが寄せられることがあった。ハスモンヨトウの老齢

幼虫は特に食害量が多いので，この段階になった本虫

による被害拡大を，的確に防除できる殺虫剤を知って

おく必要があると思われる。

しかし，ハスモンヨトウの薬剤感受性試験は，３齢

幼虫を使用して行なわれていることが多く（広瀬，

1995；菊池, 1996；増井ら, 1998；吉川, 2001），殺虫剤

に対する抵抗性の発達事例の報告（広瀬，1997；西東

ら，1991；嶋田ら, 1996；増井ら, 1998；吉川, 2001）は

あるが，老齢幼虫を防除することを重点に置いて，多

数の殺虫剤に対して効果試験を行なった事例は少な

い。そこで，ハスモンヨトウの４齢，５齢，６齢幼虫

を使用して，食餌浸漬法により市販殺虫剤の常用濃度

における死虫率を求め，1999年時点で，実用性のある

殺虫剤を検討した。

材料および方法

１．供試個体

1998年９月10日に千葉県長生郡長南町でダイズか

ら，1999年９月６日～20日に４回に分けて東金市西部

（畑作・野菜栽培地帯の外周部に当たる）でシロザ，

アオゲイトウから，ハスモンヨトウの卵塊や１～３齢

幼虫を採集した。1998年は，飼育に直径９cmのガラ

スシャーレ，あるいは高さ６cm，直径が底10cm蓋

12cmのプラスチック容器を用い，25℃14時間明10時間

暗の人工気象室で人工飼料（シルクメートＳ）を与え

て飼育した。餌や容器は必要に応じて適宜交換した。

1999年は，実験台に横たえたポリエチレン筒を飼育容

器として用い，25～27℃室内の自然光下で集団飼育し

た。餌として，葉の着生密度の高いシロザ，アオゲイ

トウ，あるいはナスを，株ごと抜き取り，与えた。与

える前に，不健全部分，他の虫，花や実を除去し，根

部を水湿を加えてポリエチレン袋で覆い，これを直射

日光の当たらない実験台上の，ポリエチレンの筒内に

株ごと倒した状態で入れた。５齢幼虫になるころは，

大きな筒（直径約35cm，長さ約90cmのポリエチレン
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摘　　　要

ハスモンヨトウの４齢，５齢，６齢の幼虫に対して，30種類の市販殺虫剤について常用濃度

で食餌浸漬法による食毒効果を求めた。死亡率90％以上を示し実用性を認めた薬剤は，６齢幼

虫に対しては，ＰＡＰ乳剤，イソキサチオン乳剤，ＥＰＮ乳剤，クロルピリホス乳剤40，チオ

ジカルブ水和剤75，エマメクチン乳剤，クロルフェナピルフロアブル剤，５齢幼虫に対しては，

上記以外に，アラニカルブ水和剤40，ゼンターリ顆粒水和剤であると判断された。４齢幼虫に

対する実用効果についても検討した。



また，死亡率90％以上を示した場合は１度の試験で終

了とした。ＩＧＲ剤の６齢幼虫を用いた実験は，薬剤

の性格上から効果が期待できないものとして実施しな

かった。

結果および考察

ハスモンヨトウに対する薬剤の食毒効果を，薬剤系

統別に第１表に示した。なお, 試験ごとに設けた幼虫

齢期別の薬剤無処理区は，一例を除き死亡個体を生じ

なかった。

有機りん剤，カ－バメート系剤などのように即効性

があり，３日以後の死亡率の変化が小さい薬剤は，３

日後までの死亡率を示した。また３日以後に死亡率の

上昇が認められたピレスロイド系剤，ＩＧＲ剤，ＢＴ

剤などは，３日以後の死亡率を主体に示した。なお５

齢幼虫へＩＧＲ剤を処理した場合は，死亡した個体は

前蛹期であった。クロルフルアズロン乳剤，デルフィ

ン水和剤では，死亡判定の症状から回復した個体が認

められた。

複数回実施した薬剤の死亡率が，試験ごとに大きく

異なる事例が認められた。このため，実用性を考慮し

て，第１表には死亡率の低かった事例を示した。薬剤

の死亡率が試験ごとに大きく異なった原因は，有機り

ん剤，カーバメート剤，ＢＴ剤各１剤，ピレトリン系

剤３剤において，栃木県の７地点で採集した個体群，

１地点の４卵塊でそれぞれ感受性が異なっていた事例

（菊池，1996），またメソミル剤において，同一圃場で

同時に採集した場合でも検体によってそれぞれ感受性

が異なり，１卵塊内でも一様ではなかった事例（西東

ら，1991）と同様の現象と推定される。

６齢幼虫への処理で，死亡率90％以上を示した薬剤

は，ＰＡＰ乳剤，イソキサチオン乳剤，ＥＰＮ乳剤，

クロルピリホス乳剤40，チオジカルブ水和剤75，エマ

メクチン乳剤，クロルフェナピルフロアブル剤であっ

た。

同様に５齢幼虫への処理では，上記以外に，アラニ

カルブ水和剤40，ゼンターリ顆粒水和剤であった。複

数回の試験の結果には，プロフェノホス乳剤は１日後

に死亡率100％，クロルピリホスメチル乳剤25は３日

後に死亡率95％になる事例がみられた。

なお，シペルメトリン水和剤は５日後に死亡率

100％になったが，死亡までの食害量が甚だしかった。

またＩＧＲ剤の場合は（テフルベンズロン乳剤で６日

後，ルフェヌロン乳剤５ で８日後に死亡率100％にな
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袋の底を切除したもの）３個で飼育した。株の約3/4

の葉が摂食された時点で，新しい同一種の植物，また

は別種の植物の株を加え，加えた株にほとんどの個体

が移動した段階で，古い株を除去した。

２．供試薬剤

1999年時点でハスモンヨトウに適用のある噴霧用殺

虫剤を主体に，有機りん剤９種，カーバメート系剤３

種，ピレスロイド系剤５種，ＩＧＲ剤５種，ＢＴ剤４

種，その他の系統の薬剤４種，合計30種（第１表）を

供試した。

３．試験方法

４齢，５齢幼虫には高さ６cm，直径が底10cm蓋

12cmのプラスチック容器を，６齢幼虫には高さ9.5cm，

直径が底10cm蓋12cmのプラスチック容器を使用した。

供試薬剤は，第1表に示した常用濃度の薬液とし，

常用濃度の展着剤（新グラミン）を添加した。対照は，

展着剤添加の水道水とした。供試餌葉を，各水溶液に

10秒間浸漬後，室内で新聞紙上に静置して液が乾いて

から幼虫に与えた。

供試餌に大きめのナスの葉（長さ約12cm, 最大幅約

10cm）を用い，４齢，５齢幼虫には２枚，６齢幼虫

には３枚を，葉柄を除去せずに入れた。餌や飼育容器

は適宜交換したが，交換する餌の葉は，圃場で散布し

たものに近づけるため，最初の処理時に用いた薬液で

同様に処理して与えた。供試頭数は，１容器10頭とし，

一部を除いて１薬剤30頭とした。

1998年は25℃14時間明10時間暗の人工気象室で，

1999年は25～26.5℃の室内自然光下で実施した。

４．死亡率の調査方法

試験開始から24時間単位で死亡率を求めた。体表面

や環節，あるいは口から液を出し，体が萎縮した個体，

虫体外観に張りがなくなり，回復の見込みがないほど

動きが鈍くなった個体，あるいは，動かなくなった個

体を，死亡と判定した。

５．食害量の調査方法

調査時ごとに餌などの状態を観察した。食害痕が葉

面積の1/30以下の場合を「食害少」とした。５齢幼虫

については，24時間後に10頭で大きめの葉２枚の大部

分，対照の約３倍量の食害を示した場合を「食害甚」

とした。

本試験は老齢幼虫に対して効果のある薬剤を求める

ことを目的としたので，４齢幼虫の死亡率が低い薬剤

については，それ以後の幼虫齢期の試験を中止した。
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a)供試虫数20頭。b)供試虫数18頭。c)供試虫数10頭。これ以外は供試虫数30頭の結果。�
＊は補正死虫率。ハスモンヨトウが適用害虫に挙がっていない薬剤については，供試薬剤名の欄に適用対象害虫名を�
　カッコ書きで示した。

供    試    幼    虫�
5齢4齢 6齢

処理後の�
観察日�

薬剤系統 �
供試殺虫剤名　　成分％�

有機りん剤
　ＰＡＰ乳剤    50 （エルサン）  1,000倍  １日後 ─ 100  92

　イソキサチオン乳剤  50 （カルホス） 1,000倍 ２日後  ─ 100 100

　ＥＰＮ乳剤    45 1,000倍 ２日後 100 93 100

　クロルピリホス乳剤40 （ダーズバン） 1,000倍 ２日後 87 93 93 ５齢幼虫は食害甚
　クロルピリホスメチル乳剤25  (レルダン）  1,000倍 ３日後 100 0 45 ５齢幼虫は食害甚
　プロフェノホス乳剤  40  （エンセダン） 1,000倍  １日後 100 0 71 ５齢幼虫は食害甚
　プロチオホス乳剤    45 （トクチオン） 1,000倍 ３日後 70  58 ─
　アセフェート水和剤  50 （オルトラン） 1,000倍 ３日後 73 40 ─
　ＤＥＰ乳剤    50 （ディプテレックス） 1,000倍 ３日後 14 33  ─ ５齢幼虫は食害甚
カーバメート系剤�
　チオジカルブ水和剤75  （ラービン） 1,000倍 ２日後 ─ 100 100

　アラニカルブ水和剤40 （オリオン） 1,000倍  ２日後 73 100 80

　ＮＡＣ水和剤85 （ミクロデナポン） 800倍 ３日後  40  ─ ─
ピレスロイド系剤�
　エトフェンプロックス乳剤 20 (トレボン）  1,000倍 ３日後 10  90  56

　フェンバレレート 10

    　＋マラソン 30 水和剤 （ハクサップ） 1,000倍 ３日後 43  23 80

　シペルメトリン水和剤 6 （アグロスリン） 1,000倍 ４日後 23 50 ─ ５齢幼虫は食害甚
　ペルメトリン乳剤     20 (アディオン） 2,000倍 ４日後 50  ─ ─ 食害少
　フルバリネート水和剤 20 （マブリック） 2,000倍 ３日後 36 0 ─ 食害少
ＩＧＲ剤�
　フルフェノクスロン乳剤 10  2,000倍 ４日後 82 69 ─

（カスケード） ５日後  100 ─  ─
　テブフェノジドフロアブル 20 （ロムダン） 1,000倍 ４日後  96 ─  ─
　テフルベンズロン乳剤  ５ （ノーモルト） 2,000倍 ５日後 95 27 ─ ５齢幼虫は食害甚
　クロルフルアズロン乳剤 5 （アタブロン） 2,000倍 ５日後 65 50 ─
　ルフェヌロン乳剤      ５ （マッチ） 2,000倍 ４日後 0  0 ─ ５齢幼虫は食害甚
 （登録では3,000倍使用) ５日後 100 20 ─ 
ＢＴ剤�
　ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 ４日後  98 100 ─
　デルフィン水和剤 1,000倍 ４日後  43 ─ ─ 食害少
　トアロー水和剤CT   500倍 ４日後 50 ─ ─ 食害少
　バシレックス水和剤 500倍 ４日後 10 ─ ─
その他の系統薬剤�
　エマメクチン乳剤      １ （アファーム） 1,000倍 ２日後 ─ 100 100 

　クロルフェナピルフロアブル  10 （コテツ） 2,000倍 ３日後 ─ 100 100

　ジアフェンチウロン水和剤 50  （ガンバ） 1,500倍 ４日後 87 70 ─
　スピノサド顆粒水和剤    2.5 （スピノエース） 2,500倍 ４日後 ─ 47 ─ ５齢幼虫は食害甚
 　 （適用害虫はヨトウムシ類）   

(商品名) 食　害　状　況�濃度�

a)

a)

a)

b)

a)

a)

a)

a)

a)

a)

a)

*

a)

*

*

c)

a)

*

第１表　ハスモンヨトウの薬剤別死亡率（％）（食餌浸漬）



ったが）死亡個体は前蛹期になるので，ＩＧＲ剤とシ

ペルメトリン水和剤は，５齢幼虫への処理では実用性

がないと判断される。

ジアフェンチウロン水和剤は，４，５齢幼虫への処

理では，食害量が薬剤無処理区と大差がなく，４日後

になってそれぞれ死亡率87％，70％になるので，多発

時には実用的ではない。

４齢幼虫への処理では，テフルベンズロン乳剤，ゼ

ンターリ顆粒水和剤，フルフェノクスロン乳剤，テブ

フェノジドフロアブル剤，ルフェヌロン乳剤などが死

亡率90％以上になった。これらは食害の量が大きくな

い４齢幼虫に対しては実用性があると考えられ，デル

フィン水和剤（４日後に死亡率80％以上になる事例も

あった），トアロー水和剤CT，ペルメトリン乳剤は，

食害量が低下し成育が遅れる点で，死亡率が50％程度

でも実用性があると考えられる。しかし４齢幼虫に対

するバシレックス水和剤処理の場合は，処理１日目は

ほとんど動かず摂食しない状態であったが，その後薬

剤無処理区同様に摂食するようになり，実用性がなか

った。

プロチオホス乳剤，アセフェート水和剤，クロルフ

ルアズロン乳剤は死亡率約70％と効果がやや低く，多

発時には実用性がない。

圃場散布での効果と対比して考えると，本試験では，

幼虫の脚部が葉上の薬剤に触れるものの，体表面

に薬剤が接触しないので，接触毒を有しているＤＥＰ，

ＮＡＣ，アラニカルブ，ルフェヌロン，合成ピレスロ

イド系剤，ジアフェンチウロン（農薬ハンドブック

2001）の効果は小さくなったと推定される。また，密

閉容器を使用したので, 忌避効果（合成ピレスロイド

系剤）は無視され，反面，ガス効果（ＤＥＰ剤）は虫

に対して過剰に反映されたという可能性がある。しか

し，作用効果を最も強く反映するのは食毒であり，死

亡率は，食餌の葉の厚みで若干変ることも考えられる

が，ハスモンヨトウに対する殺虫剤の選択基準は一応

得られたと思われる。
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